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熊谷文化創造館さくらめいと
太陽のホール

野村萬斎
「狂言の会」
野村萬斎
「狂言の会」

熊谷市拾六間 111-1

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

☎048-523-1111（代）
☎048-554-6300

☎048-532-9090さくらめいとチケットセンター

熊谷文化創造館さくらめいと（10:00～17:15　火曜休  ※祝日の場合は翌日）
八木橋百貨店５階プレイガイド（熊谷市）
宮脇書店　行田店

熊谷市文化振興財団
チケットWeb（会員登録無料）

主催・問合せ｜（公財）熊谷市文化振興財団／TEL：048-532-0002／火曜休（祝日の場合は翌日）　　　　　後援｜熊谷市・熊谷市教育委員会

2024年2月8日（木）10:00～
全席指定（税込） ¥ 5,000
U25(25歳以下) ¥ 1,500

Web
予約

電話
予約

窓口
販売

（10:00～17:15　火曜休  ※祝日の場合は翌日）

【発売開始】

※未就学児入場不可。※U25:入場口で年齢の確認で
　きるものをご提示いただきます。

115 115 （土）
15:00開演〈14 :15 開場〉

2024年

JR高崎線・籠原駅（南口）より無料送迎バス運行（所要時間：約5分） 【行き】①14：00 ②14：15③14：30 ④14：45　【帰り】終演後随時

・車いす席をご希望のお客様はさくらめいとチケットセンターへご予約ください。・やむを得ない事情により一部変更する場合があります。
・定員1,000名に対し無料駐車場450台のため、駐車出来ない場合があります。できるだけ乗り合わせ、または公共交通機関をご利用ください。



◀深谷

◀高崎 東京 ◀

東松山 ◀ ◀東松山 I.C.

◀高崎 上野 ◀

JR高崎線

上越北陸新幹線

さくら運動公園通りコンビニ

南口

コンビニ

三尻
中学校

熊谷西高校

三ケ尻郵便局

航空自衛隊
熊谷基地

工業団地

籠原駅

さくらめいと 

自衛隊入口

運動公園前

◀高崎 東京 ◀

◀秩父 熊谷 ◀バイパス
武体西

三ケ尻

140

17

A c c e s s . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
電車　　　JR高崎線 籠原駅(南口)より１㎞　徒歩15分

車
○ 国道１７号  …………………「自衛隊入口」交差点より２㎞
○ 国道１４０号バイパス………「武体西」交差点より２㎞
無料駐車場450台。収容台数には限りがございますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
なお、満車の場合は近隣有料駐車場をご利用ください。

臨時無料バス　　　籠原駅（南口）⇔さくらめいと
【行き】①14：00 ②14：15 ③14：30 ④14：45　【帰り】終演後随時

1
9
6
6
年
生
。祖
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
及
び
父
・
野
村
万
作
に
師
事
。重
要
無
形
文

化
財
総
合
指
定
保
持
者
。東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
卒
業
。「
狂
言
ご
ざ
る
乃
座
」主
宰
。

国
内
外
で
多
数
の
狂
言
・
能
公
演
に
参
加
、普
及
に
貢
献
す
る
一
方
、現
代
劇
や
映
画
・テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
主
演
、舞
台『
敦
―
山
月
記
・
名
人
伝
―
』『
国
盗
人
』『
子
午
線
の
祀
り
』能

狂
言『
鬼
滅
の
刃
』『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』な
ど
古
典
の
技
法
を
駆
使
し
た
作
品
の
演
出
な
ど
幅

広
く
活
躍
。各
分
野
で
非
凡
さ
を
発
揮
し
、狂
言
の
認
知
度
向
上
に
大
き
く
貢
献
。現
代

に
生
き
る
狂
言
師
と
し
て
、あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
し
狂
言
の
在
り
方
を
問
う
て
い
る
。94

年
に
文
化
庁
芸
術
家
在
外
研
修
制
度
に
よ
り
渡
英
。芸
術
祭
新
人
賞
・
優
秀
賞
、芸
術
選

奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
、朝
日
舞
台
芸
術
賞
、紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、毎
日
芸
術
賞
千
田

是
也
賞
、読
売
演
劇
大
賞
最
優
秀
作
品
賞
、観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、松
尾
芸

能
賞
大
賞
を
受
賞
し
た
。石
川
県
立
音
楽
堂
邦
楽
監
督
。東
京
藝
術
大
学
客
員
教
授
。（
公

社
）全
国
公
立
文
化
施
設
協
会
会
長
。

野
村  

萬
斎

の
む
ら  

ま
ん
さ
い

野
村
萬
斎

﹁
狂
言
の
会
﹂

野
村
萬
斎

﹁
狂
言
の
会
﹂

  

附
子  （
ぶ
す
）

　
主
人
が
太
郎
冠
者
と
次
郎
冠
者
に
留
守
番
を
言

い
つ
け
、桶
の
中
に
附
子
と
い
う
猛
毒
が
入
って
い
る

の
で
決
し
て
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、と
言
い
残
し
出
か

け
る
。附
子
が
気
に
なって
仕
方
が
な
い
二
人
は
、こ

わ
ご
わ
様
子
を
探
る
と
、中
身
の
正
体
は
実
は
砂

糖
！
二
人
は
夢
中
に
なって
全
部
食
べて
し
ま
う
。言

い
訳
の
方
法
を
考
え
た
二
人
は…

。

　
と
ん
ち
話
で
も
有
名
な
、狂
言
の
代
表
的
な
お
話

で
す
。茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
の
太
郎
冠
者
と
次
郎
冠

者
の
活
躍
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

    

二
人
袴  （
ふ
た
り
ば
か
ま
）

今
日
は
聟
入
り（
結
婚
後
、妻
の
実
家
に
初
め
て
挨

拶
に
行
く
事
）の
日
。舅
の
家
で
は
準
備
を
整
え
、聟

が
来
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。一方
の
聟
は
、一人

で
行
く
の
は
心
細
い
か
ら
と
父
親
に
舅
の
家
の
門
前

ま
で
付
き
添
わ
れ
て
やって
く
る
。聟
に
礼
装
の
長
袴

を
は
か
せ
て
や
り
、父
は
表
で
待って
い
た
の
だ
が
、太

郎
冠
者
に
見
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
、父
親
も
舅
に
挨

拶
す
る
こ
と
に
なって
し
ま
う
。し
か
し
、長
袴
は一つ

だ
け
。さ
て
、こ
の
親
子
は
ど
う
やって
こ
の
場
を
切

り
抜
け
る
の
か…

。

　
明
る
い
め
で
た
さ
の
あ
る
聟
狂
言
の
代
表
曲
で

す
。天
真
爛
漫
な
聟
と
そ
れ
に
慌
て
る
父
親
の
、舞
台

上
か
ら
漂
う
何
と
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
を
お

楽
し
み
下
さ
い
。
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